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 利根川下流部水面利用協議会（以下、協議会）は、以下の場合に会長又は会長の了解を得て随時、
利根川下流河川事務所長が招集する。

・不法係留船や係留施設に関して「利根川下流部不法係留対策計画」の改定が必要な場合
・関係法令が改正され、水面利用等への影響が大きい場合
・協議会の規約改正が必要な場合
・その他、協議会での協議が必要な場合

 地域固有の課題などその時々のテーマに即して、部会（（仮称）上流部会、（仮称）下流部会）を
設置し、課題解決に向けた取り組みを進める。※部会の設置は、現・規約7条に規定有

・利根川下流部の河川事業の予定や調査報告、意見交換の場としても活用していく。
（現在、別途開催している「利根川下流部漁業懇談会」を本協議会に集約、一本化）

・「放置艇ゼロ隻の早期達成に向けた行動方針（案）」に基づき、各主体の取り組み状況等の
活動内容を共有（フォローアップ）する。など。

※部会での議論は、部会開催後直近の協議会で報告（規約7条第3項）

１．今後の協議会・部会の開催方針（案）
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・今後、利根川下流水面利用協議会、及び部会については、以下の方針に基づき開催する
ことを提案する。

○今後の協議会・部会の開催方針（案）



２．部会の設置（案） （1）
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・利根川下流部の管理区間は長大であり、河川利用者の利用形態や関係機関等が異なることから、必
要に応じて地域固有の課題などその時々のテーマについて、本協議会規約の第7条に則り、部会の設
置を提案する。

・部会は、基本的に利根川本川を神崎大橋を境に支川を含めて分割し、（仮称）上流部会、（仮称）下流
部会を設置することを提案する。部会はテーマ等に応じた規模（構成）とする。

○部会設置の必要性

利根川下流部⽔⾯利⽤協議会規約
（ 部会の設置）
第７条 会⻑は、第３条に規定する協議事項の検討のため、協議会に諮り、部会を設置で

きるものとする。
２ 部会の運営に関しては、協議会で決定する事項を除き、部会で決定するものとする。
３ 部会での議論は、部会開催後直近の協議会で報告するものとする。
４ 協議会であらかじめ委任を受けた場合、部会の決定について、会⻑の承認を得ること
を条件として、協議会の決定とすることができる。

上流部会
【管内上流端（大利根橋）～神崎大橋】

下流部会
【神崎大橋～管内下流端（河口）】
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（仮称）上流部会 （仮称）下流部会

対象範囲 管内上流端（大利根橋）～神崎大橋 神崎大橋～管内下流端（河口）

学識者 中央大学山田正教授
横浜市立大学鈴木伸治教授

中央大学山田正教授
横浜市立大学鈴木伸治教授

漁業協同
組合

鬼怒利根漁業協同組合、手賀沼漁業協同組合、印旛沼漁
業協同組合、新利根漁業協同組合

佐原漁業協同組合、笹川漁業協同組合、北総漁業協同組
合、常陸川漁業協同組合、中利根漁業協同組合、下利根
漁業協同組合、銚子市漁業協同組合、はさき漁業協同組
合

マリン事業協
会

（一社）日本マリン事業協会（関東支部） （一社）日本マリン事業協会（関東支部）

市・町 千葉県：我孫子市、柏市、印西市、栄町、成田市
茨城県：取手市、利根町、河内町

千葉県：神崎町、香取市、東庄町、銚子市
茨城県：稲敷市、神栖市

県 千葉県、茨城県 千葉県、茨城県

海上保安庁 － 銚子海上保安部

警察 千葉県警察本部、茨城県警察本部 千葉県警察本部、茨城県警察本部

（独法）
水資源機構

－
（独法）
水資源機構

国土交通省 北千葉導水路管理支所、取手出張所、竜ケ崎出張所、安
食出張所、金江津出張所

管理課分室管内（旧佐原出張所）、小見川出張所、銚子出
張所

１．部会の設置（案） （2）
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・対象範囲に関係する機関を構成員とし、各対象範囲の固有の課題について協議する。
（下表は基本的な構成とし地域固有の課題などその時々のテーマにより柔軟な構成とする）
・協議結果については、部会開催後直近の協議会で報告する。

○基本的な各部会の構成員（案）


